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安
藤
は
る
み
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新
・ア
ジ
サ
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よ
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し
て
い
ま
す 

エ
ア
コ
ン
消
し
て 

重
ね
着
を 

（
は
る
み
の
ワ
ク
ワ
ク
川
柳
） 

（ 

青
森
県
は
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
！ 

） 

 

２
月
３
日
、
参
考
人
と
し
て
経
済
産
業
省
か
ら
２
人
、
原
子
力
規
制
庁
か
ら
１
人
、

日
本
原
燃
社
長
、
東
北
電
力
取
締
役
、
電
源
開
発
取
締
役
副
社
長
、
リ
サ
イ
ク
ル
燃

料
貯
蔵
社
長
、
東
京
電
力
青
森
事
業
本
部
長
、
使
用
済
み
燃
料
再
処
理
機
構
理
事
長
、

電
気
事
業
連
合
会
専
務
理
事
を
迎
え
て
の
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会

が
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
か
ら
は
委
員
と
な
っ
て
い
る
安
藤
が
出
席
し
質
問
を

し
ま
し
た
。 

福
島
原
発
事
故
後
原
発
依
存
度
低
減
と
し
て
き
た
政
府
の
方
針
を
１
８
０
度
転

換
さ
せ
原
発
の
新
増
設
、
建
て
替
え
、
老
朽
原
発
の
さ
ら
な
る
延
長
策
を
基
本
方
針

と
す
る
あ
る
ま
じ
き
姿
勢
を
正
し
ま
し
た
。
「
原
発
は
原
則
40
年
延
長
し
て
も
60

年
」
と
し
て
き
た
も
の
を
「
最
大
何
年
ま
で
許
容
す
る
の
か
」
と
質
す
と
、
「
30
年

を
超
え
る
と
10
年
を
超
え
な
い
期
間
に
検
討
」
と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
が
何
年
を
意

味
す
る
の
か
明
快
な
答
弁
は
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
に
は
日
本
の
原
発
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
に
使

用
済
み
燃
料
を
再
処
理
し
て
も
ら
い
（
六
ケ
所
で
本
格
稼
働
さ
れ
て
い
な
い
為
）
そ

の
際
発
生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
六
ケ
所
に
返
還
さ
れ
中
間
貯
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
と
事
業
者
と
の
約
束
で
そ
の
期
間
は
最
長
50
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
初
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
が
運
ば
れ
た
の
が
、
１
９
９
５
年
で
す

か
ら
50
年
ま
で
保
管
と
な
る
と
そ
の
期
間
は
２
０
４
５
年
ま
で
と
な
り
ま
す
。
あ
と

22
年
で
す
。
現
在
北
海
道
の
寿
都
町
と
神
恵
内
村
で
文
献
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
後
概
要
調
査
、
精
密
調
査
が
あ
り
ま
す
。
適
地
と
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
最
終
処
分
場
を
選
定
し
て
工
事
が
終
わ
る
の
に
は
30
年
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
で
、
搬
出
時
期
に
最
終
処
分
場
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、
ど

こ
に
搬
出
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
預
け
て
い
る
側
の
電
事
連
に
質
し
ま
し
た
が
「
国

に
協
力
し
て
最
終
処
分
地
を
選
定
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
」
と
繰
り
返
す
だ
け
。

各
事
業
者
と
協
議
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
さ
ら
に
質
す
と
「
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
の

こ
と
。
本
当
に
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
に
は
核
燃
推
進
派
の
議
員
か
ら
も
失

笑
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。
私
は
、
青
森
県
を
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
す
る
可
能
性
を
含

め
た
す
で
に
破
綻
し
た
核
燃
サ
イ
ク
ル
は
撤
退
す
べ
き
と
最
後
に
訴
え
ま
し
た
。 

   

SIDE-A 

安藤はるみ後援会事務所開き行われる 
2 月 4 日 事務所として開設した八幡町の旧成田歯科を会場に、リモート参加を含め約 80 人の参加

で盛大に行われました。激励は、清水紀人弘大名誉教授、佐原若子市民連合共同代表、加村梓健生

病院小児科医長ら 6人からいただきました。とても力を得る事務所開きとなりました。ご参加くだ

さった皆様に感謝します。 

 

  
安藤はるみの活動日誌 
1 月 20 日 会派代表者会議、 

総務企画危機管理員会、 

     原発核燃議員説明会 

  21～21 日 上土手町・中土手

町・下土手町、代官町な

ど県の中小企業者燃料

価格高騰対策緊急支援

金のご案内に歩く 

2月3日 原子力エネルギー対策特

別委員会 

  4 日 私学のつどい、安藤はる

み後援会事務所開き 

 

 
 

除排雪徹底求める 
1 月 30 日 弘前市議団、地区委員会

と共に除排雪の徹底を求め櫻田市長

あての要請書を提出しました。 

 
 

雪が舞う中の

街宣１/18、2/1・2 
（写真は岩木方面で） 

 

安藤はるみの活動を紹介するつが

る民報できる             
(安藤はるみのホームページで見られます。) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
の
中
止
を
求
め
る

と
と
も
に
県
が
売
り
手
に
な
る

場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
質
す 

三
輪
勝
司
財
務
指
導
課
長
は
「
令
和
５
年

10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県
が
売
り
手
と

し
て
事
業
者
と
資
産
の
調
査
等
の
課
税

取
引
を
行
っ
た
際
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交

付
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
イ
ン
ボ

イ
ス
を
交
付
す
る
た
め
に
は
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
令
和
３
年
に
11

月
の
県
の
一
般
会
計
に
係
る
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
の
登
録
を
行
う
と
と
も

に
令
和
４
年
２
月
に
は
庁
内
の
各
所
属

に
対
し
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
と 

 

し
て
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め

ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
留
意
事
項
を
周

知
し
た
。
」
と
し
、
そ
の
取
引
事
例
を
質

す
と
「
庁
舎
等
の
施
設
使
用
料
、
県
立
施

設
の
入
場
料
、
公
共
施
設
の
命
名
権
、
不

用
と
な
っ
た
物
品
の
売
却
な
ど
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

庁
舎
施
設
使
用
の
中
に
は
自
動
販
売

機
な
ど
も
含
ま
れ
知
事
部
局
、
教
育
庁
、

警
察
に
合
計
28

台
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
命
名
権
を
活
用
し
た
事
例
で
は
新
青

森
県
総
合
運
動
公
園
「
マ
エ
ダ
ア
リ
ー

ナ
」
が
あ
り
、
令
和
３
年
か
ら
令
和
５
年

の
２
年
間
に
株
式
会
社
マ
エ
ダ
が
年
額

５
０
０
万
円
支
払
っ
て
い
ま
す
。 

財
務
指
導
課
は
国
に
声
を
あ
げ
ら
れ
る

部
署
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
県
内
の
免
税

事
業
者
を
ま
も
る
た
め
に
も
イ
ン
ボ
イ

ス
は
中
止
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

豪
雪
地
帯
安
全
確
保
緊
急
対
策

交
付
金
の
活
用
求
め
る 

角
田
真
士
地
域
活
力
振
興
課
長
は
「
こ
の

交
付
金
は
豪
雪
地
帯
に
お
い
て
除
排
雪

の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま

え
持
続
可
能
な
除
排
雪
体
制
の
整
備
に

取
り
組
む
自
治
体
を
支
援
す
る
た
め
令

和
３
年
国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
。

市
町
村
の
地
域
安
全
克
雪
方
針
策
定
に

係
る
経
費
と
し
て
上
限
５
０
０
万
円
の

定
額
補
助
で
、
再
生
整
備
等
に
係
る
経
費

は
補
助
率
が
２
分
の
１
」
と
答
弁
。 

実
績
を
問
う
と
「
令
和
３
年
度
に
青
森
市

が
１
９
０
１
万
８
千
円
、
令
和
４
年
に
中

泊
町
が
１
７
９
万
円
、
令
和
５
年
度
は
２

市
町
以
外
に
東
北
町
が
申
請
し
て
い
る
。 

  

２月２０日 

総務企画危機管理委員会

で質問 
 

今
後
活
用
広
が
る
様
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

消
防
団
の
充
足
率
、
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
の
取
組
に
つ
い
て
質

す 熊
沢
晋
家
消
防
保
安
課
長
は
「
令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
県
内
市
町
村
に
お
け
る

条
例
定
数
の
総
数
２
万
７
０
９
人
に
対

し
１
万
７
３
０
８
人
で
充
足
率
は
８
３
．

６
％
で
あ
り
、
10
年
前
の
９
０
．
６
％

と
比
較
し
て
７
％
減
っ
て
い
る
」
と
し 

さ
ら
に
女
性
団
員
に
つ
い
て
質
す
と
「
女

性
団
員
は
５
６
４
人
お
り
、
10
年
前
と

比
較
し
て
１
５
６
人
増
え
て
い
る
」
と
し

ま
し
た
。
又
令
和
３
年
の
段
階
で
青
森
県

で
は
学
生
団
員
が
18
人
で
秋
田
県
１
０

６
人
に
比
べ
て
低
い
が
引
き
上
げ
策
な

ど
を
質
す
と
「
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
学

生
消
防
団
が
活
動
し
た
際
の
認
証
制
度

を
設
け
、
企
業
に
就
職
す
る
と
き
に
有
利

に
な
る
制
度
な
ど
を
活
用
し
広
げ
た
い
」

と
答
弁
。
県
内
導
入
済
み
は
「
青
森
市
、

弘
前
市
、
八
戸
市
、
十
和
田
市
、
田
舎

館
村
」
と
の
こ
と
で
す
。 

さ
ら
に
処
遇
改
善
に
つ
い
て
質
す
と

「
令
和
３
年
４
月
に
消
防
団
員
減
少

対
策
と
し
て
消
防
庁
長
官
名
で
消
防

団
員
の
年
額
報
酬
の
標
準
額
を
３
６

５
０
０
円
に
、
新
た
な
災
害
時
の
出
動

報
酬
を
一
日
当
た
り
８
０
０
０
円
と

す
る
。
報
酬
は
団
員
本
人
に
直
接
支
給

す
る
と
い
う
通
知
を
発
出
し
た
。
令
和

４
年
度
以
降
実
支
出
額
に
近
い
額
が
措 
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共
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党
青
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議
会
議
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安
藤
は
る
み
の 

新
・ア
ジ
サ
イ
だ
よ
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SIDE-B 

２月３日 

原子力エネルギー対策特別委員

会で質問 

 
 

置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
県
と
し
て
も
、
市
町

村
に
対
し
処
遇
改
善
を
求
め
残
る
７
市

町
村
（
む
つ
市
、
板
柳
町
、
中
泊
町
、
大

間
町
、
風
間
浦
村
、
東
通
村
、
佐
井
村
）

と
な
り
、
令
和
５
年
の
７
月
１
日
か
ら
報

酬
引
き
上
げ
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
救
急
搬
送
困
難
事
案

の
本
県
の
状
況
を
質
す 

熊
沢
消
防
保
安
課
長
は
「
救
急
隊
に
よ

る
医
療
機
関
へ
の
受
け
入
れ
照
会
数

が
４
回
以
上
で
現
場
の
滞
在
時
間
が

30
分
以
上
の
事
案
を
救
急
搬
送
困
難

事
案
と
呼
ぶ
。
直
近
の
令
和
５
年
１
月

９
日
か
ら
１
月
15
日
ま
で
の
調
査
で

は
県
内
の
全
体
件
数
は
前
週
１
月
２

日
か
ら
８
日
の
８
件
か
ら
６
件
（
青
森

３
件
、
弘
前
１
件
、
八
戸
２
件
）
へ
と

減
少
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
疑
い

の
あ
る
傷
病
者
に
係
る
件
数
は
４
件

か
ら
２
件
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
本
県

は
急
増
傾
向
に
は
な
く
救
急
搬
送
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
は
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

現
場
の
緊
迫
し
た
状
況
は
新
聞
に
も

報
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
だ
。
医
療
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
人
へ
の
適
切
な
救

急
搬
送
が
で
き
る
よ
う
に
万
全
な
体

制
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 


